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• 2022年2月7日
• 国立市社会福祉協議会 コミュニティソーシャルワーカー
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仮に約0.9％がひきこもり状態の場合

684人

国立市人口

約7.6万人
（2019年8月現在）

多ければ、700人近くの方が、
ひきこもり状態にあるのかもしれない

ひきこもり「15歳～39歳：54万1千人」、「40歳～64歳；61万3千人」
全国で推計「115万4千人」の方がひきこもり状態にあることが推計される。
※中高年層を対象にしたひきこもりの調査は初めて。

（2019年内閣府調査）

⇒国民の約0.9％がひきこもり状態にあると推計される
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２つの大きな「壁」がある？

・誰に相談していいかわからない。
・誰にも関わってほしくない。
・どうしていいのかわからない

地域・知人
・分かっているけど、話題にできない。
・家族から、触れて欲しくないと言われている、
そう感じる
・どう関わっていいのかわからない。

当事者・家族
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ひきこもり支援の課題

・家族からの相談は受けても

当事者に会うことは困難

・信頼関係ができるまでに時間がかかる

長期化・重度化・深刻化（8050問題）

・当事者は「相談したい」「支援を受けたい」

という気持ちに向かうには時間がかかる

・家族は色々と動いてみても効果がなく、

あきらめ、混迷の中にいる

・相談場所がわからない

支援者 当事者・家族

家族は、外に出て、

誰かに話したい！相談したい！家族とは会うことができる

まずは、家族支援から！！



社会福祉協議会ができることは？

地域の方や関係機関の支援を受けて、地域で
安心して暮らせないだろうか？

社会の一員として、活躍できないだろうか？
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社会福祉協議会ができること

個別支援と地域支援



社会福祉協議会だからできること
個別支援地域支援

・小地域福祉活動支援
（地域の仕組みづくり等）
・居場所、サロン支援
・民生、児童委員活動サポート
・福祉委員サポート
・ボランティアセンター
・安心サービス
・ひきこもり家族会（親の居場所）
・輪かちあい（セルフヘルプ

グループ）
・他機関との連携

・ＣＳＷの個別相談
・ひきこもり家族会
参加者への個別相談支援

・輪かちあい
（セルフヘルプグループ）
参加者への個別相談支援

・地域権利擁護事業
・家計相談
・他機関との協働支援

「誰もが、安心して、豊かに暮らせるまちづくり」の実現
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ひきこもり講演会（2018年度実績）
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男性 女性 不明

参加者（性別）

市内
市外

参加者 61人



本人のエネルギー回復のための環境調整

人間のエネルギーには限界がある。

ひきこもる人はエネルギーが
スカスカになくなるまで、

頑張った人が多い。

楽になれば、エネルギーは上がる。
辛くなると、エネルギーは下がる。

出典：KHJ全国ひきこもり家族会連合会研修資料より9
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知っておきたい、家族の環境調整の大切さ

・家族への罪悪感、負い目、緊張感が少しずつ弱まり、エネルギーが貯まってくる。

・お小遣い等で欲求感も取り戻し始める。→興味のあることから動いてみたくなる。

・自分を認めてもらえ、家族の一員としていられる（役割があること）

・安心できる環境 ・分かってもらえる環境 ・ゆっくり休める環境
・批判されない環境 ・信頼されている環境 ・自由にできる環境

本人が安心できる環境

当事者は家族の顔色をみている。表情、目つきを変えるだけでも、大きな環境
調整となる。⇒家族が楽しそう、笑っている（親が楽しむ環境）

家族の環境調整

エネルギーチャージ

出典：KHJ全国ひきこもり家族会連合会研修資料より



家族が元気でいること

家族は先行きの不安等もあり、慢性
的に高いストレス状況にさらされや
すい

ひきこもりの人の生活範囲は家庭内に限
定されることが多く、
家族との関わりからの影響が大きい

支持的関わり
心のサポートが有効

・警戒
・悲しい

当事者の心のエネルギー

・安心
・楽しい

エネルギー放出

エネルギー充電



家族支援が有効な理由

孤立の防止、
早期発見・予防

家族自身が喪失して
いる、自信や望む生
き方の実現

当事者をよく知る重要なサポーターになり得るのは、
「家族」

家族が安心すること
が、当事者の平安に
つながる



くにたち不登校・家族会のテーマ及び名称由来

≪家族が「こころ」と
「からだ」が元気になる

『ここから、いいことが始まる』≫
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現在、「くにたち ひきこもり・不登校家族会「ここから」は2つの場があります。

定例会

ひきこもりに関する勉強会、情報交換の場
生きづらさを抱える当事者に対して、家族が
どのように向き合い、どのように関わればよい
のか、共に学び、考える、情報交換の場。
日時：概ね第1土曜 場所：くにたち福祉会館

くにたち ひきこもり・不登校家族会は2つの場を用意

家族の居場所

少人数でのんびり、お茶とお話し、癒しの場
お互いゆっくり話す、聞く。愚痴を言ってみた
り、アドバイスをもらったり。話すだけ、聞く
だけで楽になったり、元気が出たり、すっきり
したり。家族のための居場所。
日時：毎月第２木曜日 場所：ひらや照らす
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家族会参加状況（2018年度実績）

内訳 人数

定例会
全体 11人

国立市民 4人

親の
居場所

全体 4人

国立市民 3人

1回あたりの平均参加者

2018年家族会参加者は

のべ 203人

国立市民は全体の参加者の

全体の１/３
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家族会参加者の声 （Aさんの場合）

30代の息子が12年ひきこもって
いる。以前は先の見えないしん
どさの方が先にたち、ひきこもっ
ていることをネガティブにとらえ
ていた。

家族会に参加するようになっ
て、他の親御さんの声を聴く中
で、子どもの事を受け入れるこ
とができるようになっている。

子どもの見かたが

変わってきたように思いま
す。
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家族会参加者の声 （Bさんの場合）

30代後半の長男がひきこもり。

「お前のせいで、こうなった！」

といわれることが嫌だった。

家族会に参加する中で、自分
の価値観で物事を考えてはい
けないんだという思いが強くな
りました。
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家族会参加者の声 （Cさんの場合）

息子が40代。中学からひきこもり。

息子と会話が全然ない。

どう接していいか、わからない。

家族会に来るようになって「ひき
こもり」について勉強できたし、
同じ悩みを抱えた親御さんに出
会えて気が楽になりました。

家族会のメンバーから
「明るくなったね！」と言われ
るのが嬉しいです。



・

効果１ 息子との距離感を意識できるように

効果２ 母親が笑顔が増えた

効果３ 母親に居場所ができた

効果４ 母親が相談できる場所ができた

（ＣＳＷによる個別相談）

家族会に参加した効果
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事例
・70代夫婦、40代男性 ・引きこもって10年以上 ・コンビニ位は行ける
・ひきこもりについて相談先を探したこともあったが、具体的に進まずに
年月だけが経過していた。

家族会

ＣＳＷ支援

孤立



21

事例（つづき）
母、明るくなった？

相談できる場所
あるらしい？

ボランティア
受け入れ先

ボランティア
センター

ＣＳＷ
ふくふく
窓口

就労
準備機関

本人が出てきた！

家族会
支援の輪が広がった

本人、家族に居場所が
できた。
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社会福祉協議会がひきこもり支援を行う効果

伴走支援→ タイミングを逃さない

効果１ 個別相談により、家族を通して本人の
変化に気づきやすい（家族も支援者も）

効果２ 本人の変化や事態の変化に素早く対
応、適切な支援に繋げることができる

効果３ 支援の輪が広がった。

効果４ 本人にも、家族にも居場所ができた。

効果５ ひきこもりを「地域の課題」として地域住
民と共に考え、活動（地域支援）

効果

集団支援
本人の居場所・家族会

個別支援

地域支援
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ひきこもり地域家族連絡協議会
2018年 「NPO法人KHJ全国ひきこもり家族会連合会東東京支部」であるNPO法人「楽の会リー
ラ」を中心に都内の地域家族会のネットワークが発足

北区
赤羽会

フリーランス
杉並家族会

荒川区
たびだちの会

豊島区
灯台

練馬区
灯火

日野市
家族会

国立市
家族会

中野区
中野わの会

八王子市
ブナの会

足立区
赤羽会

文京区
文京家族会

2018年9月現在

世田谷区
はなみづきの会

地域家族会連絡協
議会事務局
楽の会リーラ

例会ゲスト
（カウンセラー、ピ
アサポーター派遣）

居場所スタッフ
（ピア）派遣

家族会運営
ノウハウ提供

ピアサポーター
養成研修

研修会、学習会、
カフェ等運営



居場所支援 2020年7月～始動。
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トピック① 依存症を考える会『輪かち逢い』の参加者から、「他の生き
づらさを抱えた方たちの日中の居場所を作りたい」と提案。世話人3名
決定。

トピック２
新型コロナウイルス感染拡大に伴い、3か月遅らせての7月から開始。

トピック４
12月に会の名称『からふらっと』と決定。

トピック３
10月開催の講演会を当日家族会との共同運営で実施。講師との懇
談会も通じて情報交換も可能になった。
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ひきこもり等生きづらさを抱えた方の居場所

『からふらっと』の名前は

※ひきこもり等生きづらさを抱えた方としているのは、
ひきこもりだけではなく様々な生きづらさを抱えた方の居場所。
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2021年9月開催の講演会を
「家族会」と「からふらっと」が合同主催として開催
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定例会の場

当初は月1回⇒
月2回の開催

活動の場

農園・陶芸・ゲー
ム部・地域のごみ
拾い活動の実施

仕事の場

超短時間労働で
の雇用

ボランティアの場

社協側で依頼（伝票、
申込書類の準備、

印刷作業）・
学童通所児童の迎え・
学習支援

家族会の場

家族会への参加を
通じて互いの思いの
共有、情報交換

夕方の居場所の場

2021.7月～月1回
17時～20時枠で
開催

現時点の活動の場



これから市内に必要な「ひきこもり支援」のメニュー

現在進行中＆目指していきたい支援

ひきこもり家族会
話す・学ぶ・交わる・分かち
あう
気づく・癒やす・変わる
⇒自主運営

本人の居場所
家以外に落ち着ける場所
自信を快復する場
自己肯定できる場
家族会との合同運営

Ｒｅチャレンジを応援
当事者が一歩を踏み出そうと
いう気持ちになった時の支援
のメニューの充実が必要
⇒官民連携の支援体制整備
市内に留まらない広域支援
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家族関係の回復過程

受容

共感

ポジティブ
なコミュニ
ケーション

あきらめ 叱咤激励

優しさ
無

厳しさ
有

優しさ
有

厳しさ
無

慢性化


